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スーパーサイエンスハイスクール指定校の研究成果を発表

“エバヤマザクラ”�組織培養による苗⽊増殖に成功

広島の名⽊を未来へ残す取り組み

��広島⼤学附属⾼等学校（校⻑：古賀�⼀博�広島県広島市）は、⽂部科学省の「スーパーサイエ�ンスハイスクール

（ＳＳＨ）※」に指定された2003�年以来、さまざまな研究テーマに取り組んでいます。�このたび⽣徒による研究

チームが住友林業株式会社（社⻑：市川�晃�本社：東京都千代⽥区）の�技術サポートのもと、広島市指定天然記念

物であるエバヤマザクラの組織培養による増殖に成功し�ましたのでお知らせいたします。

��本取組みは、SSH�の指定を受けた同校の研究課題として、希少⽊であるとともに、被爆を乗り越え�たエバヤマザ

クラを後世へ引き継ぐことを⽬的として、⾼校⽣の研究チームが、2007�年よりバイオテ�クノロジーの⼀⼿法であ

る組織培養による増殖に着⼿しました。しかし、限られた設備による研究環�境や基礎技術の習得に当初は苦戦を強

いられました。

��そこで、広島⼤学附属⾼等学校では、サクラ等の希少⽊に関して組織培養による増殖に成功実�績のある住友林業

筑波研究所に、2010�年、研究指導を依頼し、専⾨の研究員による技術サポート�や実習指導を受けてきました。そ

の結果、培養液に添加する糖にマルトースやトレハロースを使うこと�が奏功し、2012�年10�⽉、⽣徒たちの研究

チームはエバヤマザクラの組織培養に成功し、「第56�回�広島県科学賞」においても、準特選に選ばれました。

��また3�⽉23�⽇には、岡⼭市で開催中の「第54�回�⽇本植物⽣理学会年会」の⾼校⽣研究発表�会の場で、研究に取

り組んできた⽣徒たちが研究発表を⾏う予定です。

増殖した苗については、現在、住友林業筑波研究所の⼈⼯気象室で育成しており、地⾯に植栽で�きる⼤きさに成

⻑した時点で、再び⽣徒たちの⼿に戻ることとなります。

※SSH：⽂部科学省により、将来の国際的な科学技術系⼈材を育成することを⽬的とし、理数系教育に重点を�置

いた研究開発を⾏う⾼校を指定、⽀援する制度で、2002�年より実施されている。広島⼤学附属⾼等学校は、

2003�年に初めて指定され、2012�年度から5�年間にわたり再度指定を受けている。
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